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平成21年（第５回）山鹿市議会７月臨時会会議録 

 

議 事 日 程 

 

平成21年７月24日（金曜日）午前10時開会 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 議案第72号 専決処分の承認を求めることについて 

         （平成21年度山鹿市一般会計補正予算（第１号）） 

   議案第73号 平成21年度山鹿市一般会計補正予算（第２号） 

   議案第74号 平成21年度山鹿市水道事業会計補正予算（第１号） 

   議案第75号 平成21年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号） 

   議案第76号 財産の取得について 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

 議事日程のとおり 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

出席議員（30名） 

１番  永 田   健 君   

２番  稲 葉   昇 君   

３番  藤 本 芳 雄 君   

４番  福 本 義 文 君   

５番  冨 丸 洋一郎 君   

６番  藤 本 峰 秀 君   

７番  北 原 昭 三 君   

８番  芹 川 正 美 君   

９番  藤 原   豊 君   

10番  立 山 秀 木 君   

11番  立 山   隆 君   

12番  原     徹 君   

13番  平 井 邦 廣 君   

14番  吉 本 政 幸 君   

15番  池 田 誠 一 君   

16番  堀   茂 幸 君   
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17番  永 田 紘 二 君   

18番  森 川 昭 彦 君   

19番  川 野   功 君   

20番  古 荘 克 郎 君   

21番  森   芳 顕 君   

22番  家 入 憲 隆 君   

23番  横 手 啓 介 君   

24番  高 野 誠 二 君   

25番  藤 原   弘 君   

26番  森   久 雄 君   

27番  太田黒 鐵 郎 君   

28番  丸 山 寛 治 君   

29番  寺 崎 勇 児 君   

30番  丸 山 康 昭 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

説明のため出席した者 

市      長     中 嶋 憲 正 君   

副   市   長     池 田 永 実 君   

教 育 長     杉 本 作 德 君   

総 務 部 長     藏 原 榮 一 君   

市 民 福 祉 部 長     中 野   力 君   

農 林 部 長     松 永 道 郎 君   

商 工 観 光 部 長     永 田 義 文 君   

建 設 部 長     有 働 郁 夫 君   

環 境 部 長     宮 本 榮次郎 君   

病 院 事 務 部 長     荒 木   隆 君   

教 育 部 長     八木田 達 博 君   

市民福祉部次長     富 田 辰 郎 君   

農 林 部 次 長     冨 田 弘 海 君   

水 道 局 長     富 安   豪 君   

病院事務部次長     田 上 信 博 君   

会 計 管 理 者     北 井 孝 範 君   

総 務 課 長     木 村 厚 男 君   

財 政 課 長     木 下   実 君   



- 5 - 

子育て支援課長     前 田 泰 秀 君   

農 林 企 画 課 長     戸 次 由 夫 君   

商 工 課 長     大 森 健 司 君   

観 光 課 長     寺 崎 泰 和 君   

建 設 課 長     緒 方 淳 一 君   

教 育 総 務 課 長     山 口 裕 章 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

事務局職員出席者 

事 務 局 長     幸 村 英 星 君   

議 会 総 務 係 長     渡 邊 義 明 君   

書      記     中 村 武 志 君   

書      記     森   英 州 君   

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 
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午前10時00分 開会 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議長（横手啓介君） 

 ただいまから平成21年（第５回）山鹿市議会７月臨時会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第１ 会議録署名議員の指名   

○議長（横手啓介君） 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第81条の規定により、議長において藤原 豊議員、

立山秀木議員を指名いたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第２ 会期の決定  

○議長（横手啓介君）   

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君）   

 ご異議なしと認めます。よって、会期は本日１日間と決定いたしました。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

日程第３ 議案第72号～議案第76号 

○議長（横手啓介君）   

 日程第３、議案第72号から議案第76号までの全案件を一括議題といたします。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

議案第72号 専決処分の承認を求めることについて 

           （平成21年度山鹿市一般会計補正予算（第１号）） 

     議案第73号 平成21年度山鹿市一般会計補正予算（第２号） 

     議案第74号 平成21年度山鹿市水道事業会計補正予算（第１号） 

     議案第75号 平成21年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号） 

        議案第76号 財産の取得について 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

○議長（横手啓介君）   

提案理由の説明を求めます。藏原総務部長。 
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［総務部長 藏原榮一君 登壇］ 

○総務部長（藏原榮一君） 

おはようございます。 

議案第72号 専決処分の承認を求めることについて（平成21年度山鹿市一般会計

補正予算（第１号））について、ご説明申し上げます。 

 本案は、本年６月末の集中豪雨により被害を受けた衛生施設、農業用施設、林業

施設及び公共土木施設の災害復旧等に要する経費につきまして、地方自治法第179

条第１項の規定に基づき、平成21年度山鹿市一般会計補正予算（第１号）を専決第

９号として、平成21年７月10日に専決処分をしましたので、同条第３項の規定によ

り、これを報告し、承認を求めるものでございます。 

 ３ページをお開きください。 

第１条は、歳入歳出予算の補正であります。歳入歳出予算の総額に１億150万円

を追加し、歳入歳出予算の総額を258億7350万円とするものであります。 

 10ページをお開きください。 

３ 歳出、（款）災害復旧費、（目）現年発生衛生施設災害復旧費の補正額60万

円は、健康福祉センターの災害復旧に要する経費でございます。 

 続きまして、11ページをお願いいたします。 

（目）現年発生農業用施設災害復旧費の補正額は、5140万円であります。災害復旧

事業3000万円は、集中豪雨により被害を受けた農地及び農業用施設に係る災害査定

用の測量設計に要する経費でございます。 

 次の災害復旧事業（単独災害）740万円は、小規模災害等の復旧に要する経費で

ございます。 

 続きまして、応急対策費1400万円は、廃土、崩土除去に係る重機等の借上料及び

砕石等の原材料費でございます。 

 続きまして、（目）現年発生林業施設災害復旧費の補正額1930万円及び12ページ

にございます（目）現年発生土木施設災害復旧費の補正額3020万円につきましても、

同じく被害を受けております林業施設並びに道路河川の公共土木施設に係る災害復

旧に要する経費でございます。財源はすべて一般財源でございます。 

 以上、補正予算の概要につきましてご説明申し上げましたが、このたび、被害を

受けております施設は、いずれも市民の日常生活に欠くことのできない施設でござ

いますので、現在、早期復旧に向けて取り組んでおるところでございます。よろし

くご承認を賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、議案第73号 平成21年度山鹿市一般会計補正予算（第２号）につい

てご説明申し上げます。 

このたびの臨時会にご提案申し上げております補正予算（第２号）は、国の平成
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21年度補正予算（第１号）を受けてのものでございますので、まずもって、その概

要を含めた基本的な考え方につきましてご説明申し上げます。 

今回の国の経済危機対策関係予算は、総額約14兆円からなるものでございます。

その体系は、雇用対策初め、八つの項目から構成されております。その項目の中で、

地方公共団体への配慮といたしまして、地域活性化公共投資臨時交付金及び経済危

機対策臨時交付金の二つの交付金制度が創設されております。 

この交付金の基本的な考え方は、地方公共団体が国の施策と歩調を合わせ、これ

らの交付金を積極的に活用し、経済危機対策により追加される公共事業等に速やか

に対応するとともに、地方単独事業の事業量の確保に努めるなど、地域経済の状況

に応じて、果断な対応を積極的かつ弾力的に行うことを基本とするものでございま

す。 

この二つの交付金のうち、このたびの臨時会におきましては、経済危機対策臨時

交付金等にかかわる補正予算をご提案申し上げるものでございます。 

なお、地域活性化公共投資臨時交付金ほかの経済対策関連予算につきましては、

９月定例会において、ご提案申し上げるところでございます。 

当該、経済危機対策臨時交付金につきましては、既にご承知のことと存じますが、

本市への交付予定額は、８億8720万7000円でございます。その趣旨は、地方公共団

体において、地球温暖化対策、少子高齢化対策への対応、安全・安心の実現、その

他、将来に向けての地域の実情に応じた、きめ細かな施策を積極的に推進すること

を基本とするものでございます。 

本市におきましては、当該臨時交付金の活用に当たって、その趣旨を踏まえ、現

下の社会経済情勢並びに本市の行政環境、さらには財政状況を勘案し、将来世代に

過度の負担を及ぼすことなく取り組むことを基本としておるものでございます。 

各省庁にわたる経済危機対策の項目、学校施設におけるエコ化、ＩＣＴ化の推進、

環境対応車の普及促進、地域医療提供の確保、子育て環境の充実、がん対策、その

他、地域活性化施策等の中で、本市の実情に応じた施策を優先的に実施するもので

ございます。 

なお、各事業の執行に当たりましては、本市経済の活性化に資するよう、地元事

業所等の受注機会に特段の配慮を行うものでございます。 

１ページをお開きください。 

今回の補正予算は、歳入歳出予算の補正及び地方債の補正でございます。 

第１条は、歳入歳出の予算の総額に13億6958万5000円を追加し、補正後の予算総

額を272億4308万5000円とするものでございます。 

４ページをお願いいたします。 

第２表 地方債補正であります。地方債の変更につきましては、道路橋梁整備事



- 9 - 

業及び社会教育施設整備事業において、限度額の補正を行うものであります。地方

債の限度額及び起債の方法、利率、償還の方法は、記載のとおりでございます。 

続きまして、それぞれの事業概要についてご説明申し上げます。 

12ページをお願いいたします。 

（款）総務費、（目）財産管理費の中にあります地上デジタル放送対策事業1262

万2000円は、平成23年７月からの地上デジタル放送への完全移行に向けた公共施設

デジタル化対策といたしまして、対応機種への買いかえを行うものでございます。 

また、あわせまして、当初予算において、一般財源をもって予算措置をしており

ました公用車、マイクロバス１台、10人乗りワゴン車１台に係る財源の組み替えを

行うものでございます。 

13ページをお願いいたします。 

（款）民生費、（目）社会福祉総務費の中にあります低燃費低公害車導入事業

1332万7000円は、低炭素社会実現のための地球温暖化対策として、環境負荷の少な

いエコカーへの買いかえを行うものでございます。同じく当初予算において、措置

しておりました公用車購入に係る財源の組み替えを行っておるものでございます。 

次の（目）高齢者福祉総務費におきましても、公用車購入１台に係る財源の組み

替えを行うものでございます。 

14ページをお願いいたします。 

（目）児童福祉総務費の中にあります認可外保育施設整備支援事業345万円は、

認可外保育施設における施設改修等、保育環境整備に対して支援を行うものでござ

います。 

次の（目）保育所費の中にあります保育所運営費（子育て環境整備促進事業）

500万円は、公立保育園における備品の充実及び施設改修等の環境整備を行い、保

育サービスの充実を図るものでございます。 

また、新エネルギー導入事業7000万円は、地球温暖化対策といたしまして、公立

保育園３園、山鹿保育園・富慈園・かおう保育園に太陽光発電システムを設置し、

新エネルギーへの転換を図るものでございます。 

続きまして、（款）衛生費、（目）保健衛生総務費の中の病院事業会計１億4503

万4000円は、市立病院における高度医療機器整備を初め、先端医療提供機関及び災

害拠点病院としての機能強化策に対し、当該臨時交付金を充当するものでございま

す。 

15ページをお願いいたします。（目）健康づくり推進費、新エネルギー導入事業

2832万9000円は、健康福祉センターにおける太陽光発電システム設置に係るもので

ございます。 

また、健康増進事業（女性の健康支援対策事業）830万7000円は、女性特有の子
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宮頸がん・乳がんの検診に対して、無料クーポン券を交付することにより、受診率

の向上とともに、健康増進を目指すものでございます。 

次の（目）環境衛生総務費の中にあります水道事業会計2500万円は、安全・安心

な飲料水確保対策として、計画的に取り組んでおります老朽管更新の整備事業の実

施年度の繰り上げに対して、その財源の一部に当該臨時交付金を充当するものでご

ざいます。 

次の（目）環境対策費、太陽光発電システム普及促進事業2000万円は、地球温暖

化対策として、一般住宅における太陽光発電システムの普及促進を図るものでござ

います。１キロワット当たり５万円、上限を20万円として助成をするものでござい

ます。 

16ページをお願いいたします。 

（款）農林水産業費、（目）農業総務費におきましても公用車購入に係る財源組

み替えを行うものでございます。 

次の（目）農地費の中にあります農業施設維持費（農地有効利用支援整備事業）

1934万円は、農地及び農業水利施設等に係る施設管理の省力化のための整備を行う

ものでございます。 

次の（款）土木費、（目）土木総務費におきましても公用車購入に係る財源の組

み替えを行っておるものでございます。 

17ページをお願いいたします。 

（目）道路橋梁新設改良費の中にあります合併支援道路整備事業１億5600万円は、

次年度に地方債を財源として予定しておりました合併支援道路、福原長坂線整備事

業を事業実施年度を繰り上げて、早期完成を図るものでございます。 

また、安全・安心な道づくり事業5000万円は次年度以降に予定しておりました生

活基盤道路の中の別当井手線・来民今古閑線整備事業を、事業実施年度を繰り上げ

て早期完成を図るものでございます。 

次の、（款）教育費、（目）教育委員会費の中にあります低燃費低公害車導入事

業593万1000円は教育委員会所管の公用車を、環境負荷の少ないエコカーへ買いか

えを行うものでございます。 

また、地上デジタル放送対策事業467万9000円は、教育委員会所管の公共施設に

係る地上デジタル放送対応機種への買いかえを行うものでございます。 

18ページをお願いいたします。 

（目）教育振興費の中にあります理科教育設備整備事業3078万2000円は、新学習

指導要領に対応した小学校の理科教材の整備を図るものでございます。 

また、情報教育推進事業（学校ＩＣＴ環境整備事業）３億2283万円は国のス

クールニューディール構想の一環として、全小学校における教育用パソコン・地上
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デジタルテレビ等の情報機器を整備することにより、情報化教育の充実を図るもの

でございます。 

次の（目）教育振興費の中の理科教育施設整備事業1114万8000円及び情報教育推

進事業（学校ＩＣＴ環境整備事業）１億2200万6000円につきましても、小学校と同

じく新学習指導要領に対応した理科教材の整備並びに情報機器の整備を行うもので

ございます。 

19ページをお願いいたします。 

（目）社会教育施設費、八千代座第二次整備事業２億7180万円は、中期財政ビジ

ョンの中で次年度以降に予定しておりました八千代座交流施設について、八千代座

百周年を勘案し、事業実施年度を繰り上げるものでございます。 

八千代座を中心とした市民の文化・芸能活動の拠点、かつ八千代座の補完的機能

をあわせ持った交流施設の整備を行うものでございます。 

次の（目）体育施設費、新エネルギー導入事業（総合体育館）4400万円は、カル

チャースポーツセンターにおける太陽光発電システム設置に係るものでございます。 

以上、歳出予算の概要についてご説明申し上げましたが、補正予算に関する説

明書としまして、20ページに地方債に関する調書を掲載いたしております。 

ご参照の上よろしくご審議賜りますようお願い申し上げまして説明を終わります。 

○議長（横手啓介君）   

富安水道局長。 

［水道局長 富安 豪君 登壇］ 

○水道局長（富安 豪君）   

おはようございます。 

議案第74号 平成21年度山鹿市水道事業会計補正予算（第１号）についてご説明

申し上げます。 

このたびの補正は、国の平成21年度補正予算（第１号）に係る地域活性化・経済

危機対策臨時交付金の交付を受けてのものであります。 

補正の概要は上水道事業において、安心・安全な飲料水の確保のために、年次計

画に基づき実施しております老朽管更新整備事業の実施年度を繰り上げ、行うもの

であり、その財源の一部を当該交付金をもって実施するものです。 

１ページをお願いいたします。 

第１条は総則です。 

第２条は資本的収入および支出です。 

まず、資本的収入ですが、既決予定額に5000万円を増額し、総額を２億4847万

4000円とするものです。 
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財源の内訳は、企業債2500万円、他会計補助金2500万円です。 

次に資本的支出ですが、既決予定額に5000万円を増額し、総額を４億8897万5000

円とするものです。 

２ページをお願いいたします。 

第３条は企業債の補正です。配水管整備事業の起債の限度額を2500万円増額し、

補正後の額を9500万円とするものです。 

起債の方法、利率・償還の方法は補正前と同じです。 

次に主な内容につきまして、平成21年度山鹿市水道事業会計補正予算実施計画に

よりご説明いたします。 

５ページをお願いいたします。 

資本的収入および支出の支出について、ご説明いたします。 

（款）資本的支出、（項）建設改良費、（目）構築物費の補正予定額5000万円は、

中村配水区の配水管路のうち二区間、市道中町大宮通線・配水池線と、市道山鹿渕

鍋線延長約630メートルの老朽管の布設替えを行うものです。 

以上よろしくご支援賜りますようお願い申し上げ説明を終わります。 

○議長（横手啓介君）   

荒木病院事務部長。 

［病院事務部長 荒木 隆君 登壇］ 

○病院事務部長（荒木 隆君） 

おはようございます。 

議案第75号 平成21年度山鹿市病院事業会計補正予算（第１号）についてご説明

申し上げます。 

このたびの補正予算は、国の平成21年度補正予算（第１号）に係る、地域活性

化・経済危機対策臨時交付金の交付を受けてのものであります。 

今回の補正予算の概要は、先の６月定例会におきまして、議決をいただいてお

りますところの平成21年度病院事業会計当初予算の中の医療機器整備事業等に係る

財源の組み替えを行うものであります。 

当初、医療機器整備事業につきましては、企業債を財源としておりましたが、

今回臨時交付金をもって、その財源とするため、組み替えを行い病院事業会計にお

ける財政負担の軽減を図るものであります。組み替えの対象となる高度医療機器は

シネアンギオ血管連続撮影装置等であり、この機器の導入により山鹿地域において、

循環器医療分野における先端的な医療を提供するとともに、また災害拠点としての

役割を果たすというものでございます。 

以下、議案によりご説明いたします。 
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１ページをお開き願います。 

第１条は総則でございます。 

第２条は資本的収入および支出でございます。 

このうち収入予定額および支出予定額を次のとおり補正するものでございます。 

収入の（第１款）資本的収入の既決予定額に、医療機器整備事業に係る企業債の

減額と他会計補助金を加え103万4000円を増額し、総額を35億4610万3000円とする

ものでございます。 

次に支出でございます。支出の（第１款）資本的支出の既決予定額に建設改良費

103万4000円を加え、総額を36億7726万1000円とするものでございます。 

２ページをお願いいたします。 

第３条は企業債でございます。起債の目的は医療機器整備事業であり、既決限度

額５億5000万円からシネアンギオ等の調達予定額の１億4400万円を減額し、限度額

を４億600万円に改めるものでございます。 

以上、総体的事項についてご説明いたしましたが、内容につきましては補正予算

実施計画によりご説明申し上げます。 

６ページをお開き願います。 

資本的収入および支出についてご説明いたします。 

収入の（款）資本的収入、（項）企業債、（目）病院事業債の補正予定額マイナ

ス１億4400万円は、今年度分の医療機器整備事業に係る企業債発行額を減額するも

のであります。（項）他会計補助金、（目）一般会計補助金の補正予定額１億4503

万4000円は医療機器整備事業に係る財源を、企業債から地域活性化・経済危機対策

臨時交付金による一般会計補助金に組み替えるものであります。 

次に支出の（款）資本的支出、（項）建設改良費、（目）器械・備品費の補正

予定額103万4000円は災害拠点病院として、災害時の非常用テント及び簡易ベッド

を整備するものであります。 

以上、ご説明申し上げました。ご審議賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（横手啓介君）   

藏原総務部長。 

［総務部長 藏原榮一君 登壇］ 

○総務部長（藏原榮一君） 

議案第76号 財産の取得についてご説明申し上げます。 

本案は、常備消防施設といたしまして、消防団に配備いたします消防小型動力

ポンプ積載車の取得につきまして、議会の議決に付すべき契約および財産の取得又

は処分に関する条例、第３条の規定により、議会の議決を求めるため提案するもの
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でございます。 

取得する財産は、消防小型動力ポンプ積載車15台でございます。 

その内訳でございますが、消防車両の更新基準に基づきまして20年を経過した

普通積載車両が９台、道幅の狭い道路が多い地区での消火活動の迅速化および機動

力の強化を図るため新規に導入する軽積載車両が６台でございます。 

契約の方法は指名競争入札でございます。 

取得金額は4797万4500円でございます。 

契約の相手方は熊本市上水前寺１丁目10番５号 熊本いちはら工業株式会社 代

表取締役 澤田悦幸でございます。 

以上、よろしくご審議賜りますようお願い申し上げまして説明を終わります。 

○議長（横手啓介君）   

この際、議案審査のためしばらく休憩いたします。 

午前10時28分 休憩 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

午前11時17分 開議 

○議長（横手啓介君）   

休憩前に引き続き会議を開きます。 

これより質疑を行います。 

発言の通告があっておりますので、発言を許します。森 久雄議員。 

［26番 森 久雄君 登壇］ 

○26番（森 久雄君） 

質疑を行いたいと思います。 

これは補正予算についてでありますが、今回の質疑は地域活性化・経済危機対

策臨時交付金を主財源とした各事業に対して包括的にお尋ねをしたいと思います。

今臨時議会に提案されました補正予算財源の大部分は政府が財源に、税外収入３兆

1066億円。これは財政投融資特別会計受入金とその他。公債を10兆8190億円。これ

は建設公債、特例公債を充てて組み上げた21年度補正予算13兆9255億円のうち、地

方公共団体への配慮の一つ地域活性化・経済危機対策臨時交付金１兆円によるもの

であると思います。 

年度当初、予算を政府は成立させたわけですけども、その直後に補正を組むとい

うことは、当初予算が大変ずさんでありましたということにほかならないと思いま

す。お粗末と言っても、国民の代表が国会において決めたことでありますから地方

議会で何かを言えるものではありません。 

しかし、国・地方の長期債務残高が 800 兆円を超える、あるいは借入金及び政府
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短期証券を含むと日本全体の債務残高は 1084 兆円とも言われております。このよ

うに返済不可能と言えるような劣悪な財務状況の上に重ねた公債をもって財源とし

た今回の政府補正予算は、私たちは十分そのことを承知しておかなければならない

と思います。 

 さて、交付金の概要でございますけれども、政府が示しております使途は、先ほ

ど総務部長からもご説明がありましたが、地方の実施計画に掲載された事業であっ

て、事業例としては、「地球温暖化対策」「少子高齢化社会への対応」「安全・安

心の実現」「その他」となっております。中身をつぶさに見ますとほぼ何でもあり

ですよというような事業例になってるように見受けられます。 

 そこで、まずお聞きしたいのは、交付対象事業の策定は、いつ頃策定されたもの

かということです。 

例えば、市民福祉部や教育部のエコカーへの買いかえが 15 台、1925 万 8000 円、

公共施設へのソーラーシステム導入１億 4232 万 9000 円、病院会計への支援を行お

うという思いに至ったのはいつの計画なのか、これ金が来たから病院を助けようと

いうことで組み替えをしたのか、１億 4503 万 4000 円などであります。 

 これらは、長年の懸案事業であったが思いがけない交付金がもたらされたことで、

ようやく着手できるというものか、あるいはこの際、使い切るためあれもこれもや

ってしまえというものもあるよと言うのか、どれとどれが計画をしていたもので、

思いつきでこの際というものが幾つか、それをお尋ねしておきたいと思います。 

 次いで、地域活性化の地域とは山鹿を指しているものと思いますが、予算執行が

地域活性化にどのようにつながっていくのかを伺いたいと思います。約９億円とい

う巨額の金が地域に落ちるのであれば、かなりの潤いがもたらされるものと思いま

す。今回、提案されている各事業が、どのように地域活性化効果を発揮するのかご

説明をいただきたいと思います。 

 ３点目ですが、事業の中には箱物もありましたけれども、イニシャルコストの面

では大いに助かるものもあると思いますが、ランニングコストについては抜かりな

い計画が立ててあるのかどうかということで、お伺いをいたします。 

 最後に、一つ目として今回提案の事業内容は本市が抱える財政事情のもとでは、

これまでは検討してきたものの行財政運営に慎重を期すべくして、見送り、先送り、

凍結あるいは中止を考えてきたようなもの、あるいは不要不急のものも含まれてい

るのではないかとも思います。 

しかし、このたびの臨時交付金が、瞬間気持ちを弛緩させるような投薬効果とな

りまして、一時的に財政運営の緊張を解いた、この際棚ぼた補正予算にしたものと

いう感じがいたします。今後において忘れてならないこと、堅実に取り組むべきこ
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とは、私たちは身の丈３割の自治体であること、地域間競争に負けないよう地力を

着実に着けていくような地道な行財政運営を心していくこと、将来にわたって市民

が安全・安心かつ心豊かに暮らせる山鹿市づくりに努めていくことであろうと強く

思うところでありますが、いかがでしょうか。 

 ２点目、もう一つ申し上げます。今回のような政府の借金による大判振る舞いが

結局は先々に地方はもとより、国民一人一人に福祉・医療・教育等にツケ回しとし

て襲い返ってくることは確実であり、そのことを忘れないようにし、備えもしてい

かなければならないと思っておりますが、この点についていかが思われるか。 

以上、お伺いをいたしておきたいと思います。１回目の質疑を終わります。 

○議長（横手啓介君） 

 執行部の答弁を求めます。藏原総務部長。 

［総務部長 藏原榮一君 登壇］ 

○総務部長（藏原榮一君） 

 森議員の質疑にお答えいたします。 

 まず、今回の交付対象事業の策定の時期はいつ頃かということでございますが、

本年５月 12 日まず県において説明会がございました。 

それから５月 29 日、国の補正予算が成立をいたしております。国の補正予算の

成立を受けまして本市におきましても事業の洗い出し作業を進めてまいったところ

でございます。その後、国との調整・協議等を経まして、６月末に策定作業を完了

しておるところでございます。 

 次に、どれとどれが計画していたものかということでございますけれども、今回、

ご提案申し上げております事業の中におきましては、太陽光発電システム以外につ

きましては、本年度予算からの財源の組み替え、あるいは後年度事業の前倒しとい

うような性格のものでございます。太陽光発電システムにつきましては、今回の国

のメニューに合わせまして提案を申し上げるものでございます。 

 次に、地域活性化効果はどのような効果があるかということでございますけれど

も、提案理由で申し上げましたとおり、地元事業所を最優先した受注機会の配慮に

努めたいと思っております。そのようなことで地元事業所への経済活性化につなが

るものと期待をしておるところでございます。 

 あわせまして、温暖化対策といたしましてＣＯ２の削減、あるいは環境問題に取

り組みます地域住民への啓発、そのようなところで期待をしておるところでござい

ます。 

 それからランニングコストについては、計画が立ててあるのかということでござ

いますが、今回のハード事業につきましては、中期財政ビジョンの中で計画をいた
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しておりました施策でございます。中期財政ビジョンの中におきましては、ランニ

ングコストも含めて計画をしておるところでございます。 

 それから最後の２点につきましては、一括してお答えを申し上げたいと思います。

各種施策の実施に当たりましては、必要性・緊急性・費用対効果は言うまでもなく、

後年度に及ぼします影響等のライフサイクルコスト、それから既存事業等の振りか

え、そして町内におけます合意形成等を条件といたしまして、事業実施に取り組ん

でいるところでございます。 

私たちには、将来の山鹿市の育成が託されており、それだけ重大な責任が伴うこ

とを常に認識し、財政構造改革大綱の基本方針に定めておりますように、未来の市

民の幸せのために子々孫々、将来において重大な困苦を残すことのないよう、また

事業を失することなく行財政運営に取り組むことを基本姿勢として事業の展開にあ

たっているところでございます。以上、ご答弁申し上げます。 

○26 番（森 久雄君） 

 議長。 

○議長（横手啓介君） 

 森議員。 

［26 番 森 久雄君 登壇］ 

○26 番（森 久雄君） 

 ただいま答弁をいただきました、いわゆる計画策定していたもので、ソーラー以

外は計画をしていたということでございますが、先ほど、予算の組み替えで車の買

いかえを一挙に、私が先ほどの説明を聞きますと、市民福祉部と教育部のエコカー

の買いかえは合計 15 台、他に何台か言われました。一気に、そういうのも計画し

ていたのですか。お答えください。 

 それから、このメニューはご存知と思いますが、今度の中身はほとんど買い物で

すね。私は、このメニューを見ておりますと少子高齢化社会への対応というのがご

ざいまして、その中に幼稚園就園の保育料等の軽減というのがメニューにございま

す。それから耕作放棄地解消事業等とあります。 

 言うならば、例えば、メニューの中にある保育料の軽減という言葉をとらえます

と６月議会で 1000 円の値下げをしていただきました。大変ありがたく喜ばれてい

ることと思いますが、９億円来るわけですから、その 1000 円は 1000 円として、別

に 21 年度中は、その９億円の中から少子高齢化対策で保護者の負担軽減という意

味では、別メニューをこの際掲げてもよかったのではないかという気がいたしてお

ります。そういうことには、一顧だにしなかったかということをお尋ねしたいと思

います。もう一つ、給食費もそんなに軽い負担ではないと思いますけども、これら
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のことも少子高齢化社会対策という意味で、何も考えることはなかったのかという

ことでございます。 

 それから農業関係については、一切、この９億円で経済対策というものについて

メニューにはあるんですよ、等という、だから幅広く考えれば何でも考えられるの

です、農業対策。そういうことにも、まったく今回は補正が組まれておりませんけ

れども、そのことについては、それもまた一顧だにされなかったのか、その点をお

伺いしたいと思います。買い物がほとんどです。もう少しメニューにあるものを解

釈して、山鹿市が国から言われたとおりではなく、山鹿市はこうしたいというよう

な能動的な発案とかそういうものはなかったのかどうかお尋ねしておきたいと思い

ます。 

○議長（横手啓介君） 

 答弁を求めます。藏原総務部長。 

［総務部長 藏原榮一君 登壇］ 

○総務部長（藏原榮一君） 

 ２回目の質疑にお答えいたします。 

 車の買いかえでございますけれども、今回、総体的に 21 台の買いかえをご提案

申し上げております。うち当初予算からの振り替え分が６台でございます。15 台

が新規でございますけれども、これにつきましては年次計画で本年度以降に購入を

予定しておりますものの繰り上げでございます。 

 次に、農業関係の公共投資でございますけれども、今回の補正予算におきまして

は、農地有効利用支援整備事業で 1934 万円をご提案申し上げておりますが、その

他のものにつきましては、９月の公共投資の中で検討を進めてまいりたいというふ

うに思っております。 

 それから保育料の軽減につきましては、ご指摘のように６月の当初予算で保育料

の軽減をお願いしたところでございます。今回は、それを受けまして検討していな

いというような状況でございます。以上、ご答弁申し上げます。 

○議長（横手啓介君） 

八木田教育部長。 

［教育部長 八木田達博君 登壇］ 

○教育部長（八木田達博君） 

 学校関係の給食費の免除につきましてお答えを申し上げたいと思います。今回の

緊急経済対策のメニューの中には、給食費の減免につきましては、ございませんで

したので検討はいたしておりません。 

 ただし、本市におきましては、山鹿市就学援助費扶助要綱というのを設けており
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まして、経済的理由により就学が困難とみられる児童及び生徒が生じた場合は、就

学に必要な費用を援助するというふうにしております。 

 その中に給食費も含まれておりますので、この制度を活用して、今後も対応して

まいりたいというふうに考えております。以上、お答え申し上げます。 

○議長（横手啓介君） 

 森議員、了解ですか。 

○26番（森 久雄君） 

 議長。 

○議長（横手啓介君） 

 森議員。 

［26番 森 久雄君 登壇］ 

○26番（森 久雄君） 

 給食費はメニューになかったから考えなかったと。 

 それから保育料などについては、６月で 1000 円値下げしたからそれも考えなか

ったと。考えなかったので、結果として予算案に出なかったということになろうか

と思いますが、棚ぼたですから、この際いろいろ考えてほしかったなという気はい

たしております。 

 最後にちょっと市長にお尋ねをしておきたいと思います。 

 今回のような緊急の経済対策というようなことで、政府から巨額、熊本市は 50

億円ぐらいくるということですが、山鹿市に９億円、さらに９月にもう一つ、地域

への配慮ということで、公共投資のお金がくると思いますけれども、それらがすべ

て国においては、国債を発行して送ってきているわけであります。 

 国債というのは、ただ国が一人責任を負うべきものでなく、国全体として国民一

人一人が負担を負うべきものだろうと思いますが、そういうものをたびたびに、こ

ういうふうにしてつくられて送ってこられています。 

 その当時の政策立案というものについては、その当時判断したことであって、あ

とのツケ回しは、「それはもうしょうがないですよ」というような話になっては困

りますので、こういうことで使うことに、これはもうやむを得ないと思いますけど

も、こういう政策そのものについて、どのようなお考えをお持ちか、そのことをち

ょっとお尋ねして質疑を終わりたいと思います。 

○議長（横手啓介君） 

 答弁を求めます。中嶋市長。 

○市長（中嶋憲正君） 

 議長。 
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○議長（横手啓介君） 

 中嶋市長。 

[市長 中嶋憲正君 登壇] 

○市長（中嶋憲正君） 

 ただいまの森議員の質疑にお答えいたしたいと思います。 

 先ほども担当の方がいろいろと、お答えしていたところでございますけども、基

本的にただいまのご質疑からお答えいたしたいと思います。 

 私どもも今回のような国が出していた大型補正、一方ではありがたいと思う中に

非常に心配するところがございます。 

 国が大きな借金を抱えている中での新たな多額の借金を抱えるということは、非

常に大変であると心配をいたしております。 

 それとともに今回の対策は、まさに世界的な非常に 100 年に一度と言われるよう

な不景気が続いている。これをどうにかしなくてはならない。景気というのは非常

に大きな影響、そしてちょっとしたことが、さらに深みにはまっていく、そういっ

た要素を持っているものととらえております。 

 そういった中で国は、世界的な中での日本の役割、そして今の経済をどうするか、

いち早く回復させる、元に戻す、そういったことへの非常に厳しさはわかりながら

も、そういった対策かなという思いをいたしております。 

 そういった中でいただいたこの交付金につきましては、やはり大変なお金でござ

います。貴重なお金でございます。これをしっかりといい形で使うことが大事であ

ると思っております。 

 この件につきまして、部内会議におきましても判断する期間が短こうございます。

そういった中でこのことについては、私は実際の力量が問われることである。短い

けれども深くしっかりと検討を重ねて、提案をしてくれという話をしましたし、こ

のことに躍らされずして先に大きな負担を残すようなことがあってはいけない、こ

のことが後に後払いと言いますか、そういった形にならないように、しっかりとし

た分別をしてほしい。そういった中で極力これまで計画したものを前倒し、あるい

は財源の組み替え等々を主力に持ってきておるところでございます。 

 それとともに、やはり今日の時代の要請、環境、エコ、そういったものにしっか

りと視点をおいた捉え方をいたしております。 

 先ほど、山鹿市独自のものがないではないか、考えたのかというご指摘もあった

わけでございますけども、特に考えましたことは、これまでなかなか充実したこと

できなかった「子どもたち」「教育」この部分にしっかりと手立てをしていきたい、

整備をしていきたいという思いをいたしました。 
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 そういった中で先般、杉本教育長にも、今回のこの山鹿市の山鹿市民の子どもた

ちや学校や子に対する思いを、ぜひいろんな機会に先生方にも伝えてほしい。 

 そして今回のこの取り組みをバネに、子どもたちが大きく飛躍するようなことに

つなげてほしいとお願いをしたばかりでございます。 

 そういった思いが今回の予算には込めているというふうに思います。 

以上、思いを申し上げまして、答弁とさせていただきます。 

○議長（横手啓介君） 

 以上で、森議員の質疑は終了いたしました。 

 これをもちまして、通告による質疑は終了いたしました。 

○12番（原 徹君） 

 議長。関連質問をお願いします。 

○議長（横手啓介君） 

 関連質問の申し出がありましたので、これを許します。原 徹議員。 

[12番 原 徹君 登壇] 

○12番（原 徹君）   

 12 番議員の原 徹です。 

 今の地域活性化・経済危機対策交付金の件について、もうちょっとお聞きしたい

と思います。 

 私は複雑な気持ちで、市長も言われましたけれども、この交付金のことを考える

わけです。果たしてこれが景気回復になるのかという疑問が非常に強いわけです。 

 小泉首相が進めた規制緩和や郵政民営化などの構造改革路線は、国民の間での貧

困と格差を耐え難いまでに拡大しております。まじめに働いても、まともに暮らせ

ない、「ワーキングプア」といわれる年収 200 万円未満の人たちが 1000 万人を超

えていると言われています。派遣や請負いといった不安定雇用が拡大し、昨年来の

経済危機の中で派遣切りなどの使い捨てが、労働者を脅かしているわけであります。 

 また増税や負担増に加えて毎年の社会保障予算を 2200 億円ずつ削減するという

削減路線が、医療も年金も介護も生活保護も破壊してきました。 

 今の暮らしの安心が奪われただけでなく、将来の暮らしの見通しが立たない、希

望も失われているというのが国民の実感ではないかと、私はこのように思うわけで

す。 

 したがって、私は今一番やるべきことは、こういった暮らし、社会保障、そうい

うものにつぎ込むべきだと、そして安心した暮らしの中で個人個人の消費能力とい

うものをアップさせることが景気回復につながってくるとこういうふうに考えるん

です。 
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 今回の交付金というのは非常に、反対ではないのですけども、もっともっと大切

なこと、重大なことがあるのではないか。そういった社会保障、国民の暮らしが豊

かになるような、そういうことにお金を使うべきではないかと思うわけです。 

 一応、意見を述べますけれども、先ほど地元の業者を生かすために使うという答

弁がございました。一つだけお尋ねしておきたいと思います。 

 例えば、教育用パソコン、地上デジタルテレビの購入が３億 2000 万円余あるわ

けです。地元の業者を生かすとなったらどうなるのかと。最終的にはどうしても大

手の業者に頼らざるを得なくなるのではないかという心配があります。 

 その点、もし具体的に方法が分かっておられましたら、こういった太陽光発電と

かエコ公用車の買い替え、教育用パソコン、地上デジタルテレビの購入、地元の業

者をどのようにして生かそうとされているのか、あるいは入札制度となりましたら、

入札にかけましたら大手の業者が必ずとってしまうわけですから、その辺をきちん

とお聞きしたいと思います。以上、一点だけお尋ねします。 

○議長（横手啓介君） 

 答弁を求めます。藏原総務部長。 

［総務部長 藏原榮一君 登壇］ 

○総務部長（藏原榮一君） 

 原議員の質疑にお答えいたします。 

 地域の事業所にどのような対応をとるのかということでございますが、テレビ等

につきましては、事業所枠、あるいは大型店枠、地域枠、そういったものを勘案い

たしまして、極力、地域の事業所に受注機会が出るように努めてまいりたいと思い

ますし、車等につきましても地元事業所等への受注を考えておるところでございま

す。 

 具体的にはこれから検討を進めてまいりますが、地元で受注できるものは地元で

ということを基本に、取り組みを進めてまいりたいと考えております。 

以上、お答えいたします。 

○議長（横手啓介君） 

 以上で、原議員の関連質問は終了いたしました。 

 これにて質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっております全案件については、会議規則第 37 条第３項の規

定により、委員会付託を省略いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（横手啓介君） 
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 ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会付託は省略することに決しました。 

 これより、討論を行います。討論はありませんか。 

［「討論なし」と呼ぶ者あり］ 

○議長（横手啓介君） 

 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

 これより採決を行います。 

 議案第 72 号について、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（横手啓介君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、議案第 72 号は原案のとおり承認されました。 

 次に、議案第 73 号から議案第 75 号までの３案件を、一括採決いたします。 

 議案第 73 号から議案第 75 号までの３案件について、原案のとおり決することに

ご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（横手啓介君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、３案件は原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第 76 号について、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

[「異議なし」と呼ぶ者あり] 

○議長（横手啓介君） 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されました。 

―――――――――――――― ○ ―――――――――――――― 

 閉 会 

○議長（横手啓介君） 

 これをもちまして、今期臨時会に付議されました案件の審議は全部終了いたしま

した。 

 よって、平成21年（第５回）山鹿市議会７月臨時会を閉会いたします。 

午前11時48分 閉会 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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